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子どもを「師」とする学び 

 
 校 長  丹 羽 正 昇 

 

早いもので、令和５年も、残すところあとひと月です。１２月は師走ともいわれています。一説には師と呼ばれる

ような普段落ち着いている人であっても、どこか気ぜわしく落ち着かない年末の日々を表しているともいわれてい

ます。忙しい日々の中でも、ほっとできる瞬間を見つけていきたいなあと思うこの頃です。 

さて、過日行われました「ひぐみオリンピック」の子どもたちの感想が校長室に届きました。今回は、その一部（６

年生のもの）をご紹介したいと思います。 

「競技の中で、みんなと熱くなることができた。」「来年は中学生だから小学校の思い出をつくれたし、全力で楽し

めた。」「自分のめあてを全部達成できた。」「騎馬戦、勝ったときは人生でそう多くないくらいの喜び！」「今年は

心を一つにできたと思う。」他にも同じように主体的な気持ちを綴ったものや感想が散見されました。さすがひぐ

みのリーダーだと感心しました。それらの中で、深く考えさせられる、まるで呼応するかのような感想にあいました。 

「小学校最後のひぐオリを、めあて、スローガンどおり悔いなく楽しむことができた。だけど、クラス全員が参加で

きなかった。でも、休んだ人の分までみんなで分担して協力できた。だから自分としては、最高のひぐオリだった。」 

「病気で運動会に行くことができなくてくやしかった。でも、みんなが私の分まで頑張って勝ってくれてうれしかっ

た。今度は手洗いうがいをしっかりやっていきたい。」 

  これらをお読みいただき、皆様はどのようなお気持ちになられたでしょうか。もちろんこれらは、示し合わせて書

かれたものではありません。しかし、互いに相手のことをおもんばかっている様子が目に浮かびます。そこにはお

互いに尊重し合う姿勢があります。学びにおいては「協働」といいます。学習に協働が必要な理由は多々あります。

私が気に入っているのは、直面する課題を他人事（ひとごと）にせず自らが果敢に取り組もうとする「*教育的ブリ

コラージュ」という思考様式です。何これ？と思われて当然。滅多にお目にかかることのない言葉です。この言葉、

もう少し平たくすれば、正解か不正解か、役立つかどうかなどを気にせず、自分のもっている思いや気持ち、知識、

情報を、相手を信頼してとりあえず他の人に伝えてみようという考え方です。そのような思い切った行動が、組織

における新たな活動を創造することにつながることが分かっています。その意味では、新しいひぐオリを創造した

子どもたちだからこそ、先程の自然に呼応するような感想が出てきたともいえます。互いを信頼することからはじま

る学びこそ、予測不可能な時代に一歩踏み出す力を育みます。互いをかけがえのない存在だと認め、大切にしあ 

い、協働しながら学んでいるひぐみっ子。私たち大人の師となる資格が十分にある。私はそう思っています。 

*レヴィ＝ストロースのbricolageを福井大学の松木教授が再定義した用語（2023 年度信州大学教育学部附属松本幼稚園・小学校・中学校公開研究会 講演資料 参照） 
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